
n温排水関係



調　査　内　容
　平成18年4月～6月の調査内容は次のとおりである、

1調査機関　島根県、中国電力株式会社

2　調査項目及び測定法

測定

�目
測定’丁 i

，
l
i

測定水深 測定方法
測定

�

資料・整理 実施者

O～20m 1．測定温度表

lm間隔 年 2、水温水’F分布図

沖合定線 34“1
士
一
コ
i

25m 可搬式水温計
ﾉよる測温 4回 3．尋く温鉛直分布図 、ζ，l」根県

30m～海底

10m間隔

放水口沖 o～海底 測定日び）

沿岸 〔DJう ／水深約20m） ［・∫搬式水洛，t計 毎月 m時データの長
定一♂Ili

1m間隔 に眞る測温 3［11「

水溢 6－l！旧く 1号機放水［1 l　m 1．毎目ヴ） 中国電ガ

2号機敏水口 Im lo時デ一夕ゾ）表

輪谷湾 lm・3m
常設水温計に
謔骼ｩ動記録

i
坐続 2．沖合定線測定目

片　句 1m・3m び）毎時データの長

御　津 1m・3m
（〕～20m 1．測定温度表

1m間隔 年 2．水温水一r分布図

格子・斗 ’こ定線 89，［
生
，
毛

25m llr搬式水温計
ﾉよる測温

4［［rI 3．水温鉛直分布図 中国電力

30m～海底

lOm間隔
沖合定線の測定．ll，1

フ　オー　レ　ルヴ）
年 フ オ・一レルの

水色 7・9・1〔）q7・18 水色計による 4回 水色標準液爵号び）ノ乏 、ζ，～根県

観測

温排水測定地，4Jlは別図のとおり。

3　今期の島根原子力発電所の運転状況

　◎1号機（定格出力46万kW）
　　・方丈ノk量　　 4月　 lll～　 5月3111　　　221n β／s

　　　　　　　　6月　10～6月30日　　30m ｛／s

　　・発電状況　　　　全期間　定格熱出ガ・定運転（約47ノ∫kW〉を行った

　⊂）　2場・機（定格出ノ」82ノゴkW「）

　　・放水量　　4月　1日～　5月l　U」　　2．4m 7s
　　　　　　　　5∫112日　　　　　　2．4～60m “／s　（循環水ホンブ試運転）

　　　　　　　　5月130～　5月19日　　　60m 1／s

　　　　　　　　5月20日～　5月22日　　　47m 『／s

　　　　　　　　5月23日～6月30rl　60m 1／s

　　・発電状況　　4月　1日～　6月　3r］　2｝ナ機第13回定期検査のため発電停1E

　　　　　　　　6∫」　3「1　21：43　発電再開

　　　　　　　　6月　5日　21：00　辻f格熱ミ出ノ」至1』達

　　　　　　　　6月　6日～　6月3011　定格熱出が一定運転（約82万kW）を行った。
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4．調査結果の概要

　今期の調査結果について、各々の測定項目ごとに温排水の影響に関する詳細な検討を行ったが、特

異な状況は認められなかった。

（1）沖合定線　　〔測定年月日；　平成18年4月18目〕

　○測定日の島根原ヂ力発電所の運転状況　　（10時）

1号機 2号機

発電出力（万kW）
47 0

放水量（m：ソs） 22 2．4※1

放水温度／℃） 23．8 ※2

温度上昇（℃） lo．1 ※2

　　　　　　　　　　　　　　※L　仮設配管により輪谷湾へ放水中

　　　　　　　　　　　　　　※2　2り・機放水路切り替えに伴う欠測

○測定r1の気象・海象　（　9時18分　～　14時26分）

天　　　候 煙霧　（黄砂）

気温（℃） 16．6　～　19．8℃

風　　　向 南西　～　北西

風速（m／s） 2．O　～　　9，0m／s

風　　　浪 L　（さざ波がある）～　　3　　（やや波がある）

う　ね　り 1　（短くまたは中位σ）弱いうねり　（波高2mオぐ満））

a．水温測定結果

　最高水温は

　最低水温は

　　基準水温は

9時18分～14時26分
20．，1℃　　（定、r止MO　のOm）

13．6℃　　（定，エliミ14　の3m他4，㌧1，0

水深層 基準水温 水深層 基準水温 水深層 基準水温

Om 14．1℃ 10m 13．9℃ 20m 13．9℃

1m 14．0℃ 11m 13．9℃ 25m 土3．9℃

2m 14．0℃ 12m 13．9℃ 30m 13．9－C

3m 14．0℃ 13m 13，9℃ 40m 13．9℃

4m 14，0℃ 14m 13．9℃ 50m 13．8℃

5m 14．0℃ 15m 13．9℃ 60m 13．8℃

6m 13．9℃ 16m 13．9℃ 70m 13．8℃

7m 1：3．9℃ 17m 13．9℃

8m 13．9℃ 18m 13．9℃

9m 13．9℃ 19m 土3．9「C

　　　　　　　（基準水温とは定点15、16、17、2〔）、21の水深別σ）平均値）

　過去の測定結果との検討は、測定計画の変更による定点等の追加があるため、過去10ヶ年分

（平成8～17年）の資料がある定，・1，“～25の0～10m層を対象とした」、

　最高水温は、過去10ヶ年の第　1四半期（以下「過去の」という）の測定範囲（13．0～23．7℃）

内であり、最低水温（13．6℃）も過去の測定範囲（12．4～17．6℃）内であった。、

　　　　　　　　　　　　　　　〔資料1 1「島根原f・力発電所　沖合定線の水温． 　P．24参照〕
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b．温排水の拡散状況（水温水｛F分布、水温鉛直分布）

　・水温が基準水温より1℃以」 二高かった定，“，ミ

　　定，rlま　10　：　0～1m層

　・水温が基準水温よりO．5℃以L1℃未満高かった定，Il，ミ

　　定，［慧　m：　　2m層

　　定、［1，ミ　U：　O～2m層

　温排水は1号機放水口から北方向に拡散し、そσ）中でも北東方向への拡がりが大であった 、

　　　　　　　　　〔資料1 2　「島根原f・ガ発電所　沖合定線の水温水’r分布図」1）．25参照二

　・各水深層別の水温範囲

　　　Om層　：　13．7　～　20．4℃

　　　1m層：　13．7～19．4℃
　　　2m層　　：　　13．7　～　　1』L9℃

　　3m層以深において、フ，集準水温より0．5℃以1ゴ） L冒・域は確認されなか｛）た

　　　　　　　　　1資料1 3『㍾ｪ原f・力発電所　沖合定線の水温鉛直分布図．P．26参照1

　水温がナ1彗準水温より1℃以卜高かった水深層が出現し た定，・1，コ1は、過去の出現範［’FI（4～12、18、

24、25）内ヴ）1定、・1、コ1であり、ヌ、誓準水ll、、1より0．5℃以LrCオぐ満高かった水深層が出現した定・・！，［も、

過去の出現範［’FI（2、4～15、17～21、24、25）内の2定，［1，ミであった

　水温がヌ、誓準水温より1℃以E高かった水深層は、過去の出現範囲（0～3m層）内の1m層まで

であり、フ，誓準水温よりO．5『C以Ll℃未満高か一）た水深層は、過去の出現範囲（0～9m層）内σ）2

m層までみられた

二資料1 4　r島根原1ニが発電所　フ，基準水llHはり水温が高かった，県ヴ）過去の出現範囲」P．27参照1
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（2）格子状定線　〔測定年月日；平成18年4月26日〕

　　0測定日の島根原子力発電所の運転状況　　（10時）

l　F3一機 2号機

発電出力　　　　（ノ∫k～V） 47 o

放水量　　　（lhソs） 22
2．4※1

放水口水温（l　m）　　（℃） 24．5 ※2

温度L昇　　（℃） 10．3 ※2

※1仮設配管に妊り輪谷湾へ放水中

※22r〕・機放水路切り替えに伴う欠測

○気象・海象

第1回（10時05分） 第2回（14時Ol分）

天　　候 曇 曇

気　　温（℃） 15．2 18．4

風　　向 南南東 北東

風　　速（m／s） 3．2 1．4

風　　浪 2　（な猷）らか，・！・波がある） 2　〔なダ）らカ・，　・1寸皮がある）

a　水温測定結果

　　・第lliil　　9日芋30‘｝｝～llllき13ラ〉

　　　水温の最高　　17．9℃（定線J・距離250m・O　m層）

　　　水温の最低　　13．9℃（定線A・距離2500m・O　m層他1、4、・1）

　　　〔資料2 1　「島根原f一が発電所　格 ナし状定線の水温、t」　（第1回）P．28～1）．29参照1

　　・第2［口1　13日寺30ク〉～14目寺58づ〉

　　　水温の最高　　19．rC（定線」・距離250m・Om層）

　　　水温の最低　　14．1℃（定線E・距離1000m・2m層他516，“，0

　　　〔資料2 1　「島根原f・力発電所　格イ・状定線ヴ）水温」　（第2回）1）．30～P．31参照〕

b　温排水の拡散状況（水温水’F分布、水温鉛直分布）

　温排水の水・r方向の拡がり　（基準水温、辷り1℃以E高い水温1皆A域）は、第1「・10はP｝

機放水口から北東方向に拡散し2m層まで確認された

　第2回目は113一機放水口から北東方向お、しび東側に拡散し2m層まで確認された

　　　〔資料2－2　「島根原ゴヘカ発電所　格f・状定線び）水温水’ド分布図」　P．32～P．33参照〕

　南北方向断面における温排水の鉛直方向への拡がりは、第1回目、第2回1 1ともに2m層

　まで確認された。

　　　〔資料2 3　「島根原子力発電所　格」へ状定線の水温鉛直分布図」　P．34～r）．35参照〕

　温排水の拡散状況は、島根原1弄が発電所2｝3機　修正環境影響調査書（昭和56年4月）

におけろ温排水拡散重測の範囲内に収まる孟）のであった
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（3）沿岸定点　〔測定年月日；平成18年4月1日～平成18年6月30日〕

a，水温測定結果（10時データ、l　m層）

（℃）

4月 5月 6月
最　高 最　低 旧　　　占’

諱@　匡・］ 最　低 日　　　古
諱@　同 最　低

放水口沖
i1場・）

　　18．2

i13．2～17．7）

　　13．7

P12．7～15．3）

　　19．8

k17．1～22．D

　　15．9

k15．0～18．4）

　　23．6

i21．3～24．O）

　　18．5

i19．1～2L9）

1号機放水口
　　24．7

i15．O～27．2）

　　22．7

i13．o～24．2）

　　27．7

i18．2～30，3）

　　24．9

i15．o～26． P
　　29．9

i21、3～30．7／

　　25．2

k18．1～26．61

2号機放水口
　　　※

i20．1～24．7）

　　　※

i13．2、21．7）

　　17．5

i18．3～27．0）

　　14．7

i15．6～22．7）

　　28．8

P22．8～30．3）

　　17．7

i17，7～26．Ol

輪谷湾
　　15．O

i14，1～！8，3）

　　12．8

ill．9～u．6）

　　17，8

i18．6～21．5）

　　15．0

i13．3～16．6）

　　22．5

k21，6、24，9）

　　17．8

曹V．7～19．9）

片　　句
　　14．8

k14．7～17．8）

　　12．2

i12．2～14．5）

　　17．7

i18．5～20．7）

　　1・1．6

k14．6～16，4）

　　22．5

i2L．8～2：3．8）

　　17．8

曹V．3～19、6）

御　　津
　　15，5

i15．2～20．0〕

　　12．3

k11，T～u．8）

　　18，8

i18．9～22．0）

　　15．1

^H．4～16．5）

　　23．4

i22．4～24．5）

　　18．2

f7．7、19．91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　21昇幾放水路切り替えに伴う欠測

注）1．放水口沖（1号）の水温は、月3回（E旬、中旬、下旬）の測定値

　　2．喪中（　　）内は、過去10ヶ年の同月水温の観測範囲〔最低～最高）

　資料3　1　「島根原f・ガ発電所　沿岸定，・1超）水温＝　P．36～P．38参照

　資料3　2　「島根原f・ガ発電所　沿岸定、県ヴ）水温推移」　P．39参照

　過去10ヶ年の同月水温の観測範囲内（最低～最高）と比較して、41」の放水1 1～中（最高）は高く

5月の2｝｝機敏水口（最高・最低）・輪谷湾・片句・御津（最高）と6月の放水口沖（最低）は低か

った一，

これ以外の各測定，点の水温は、過去10ヶ年の同月水温の観測範囲内〔最低～最高）　に収まるもの

であった、沖合定線測定日の沿岸定点水温測定結果は、資料3 3　「島根原f一力発電所沖合定線測定

口の沿岸定、・1，ミ水温測定結果」　（1）．40参照）のとおり、

b，取水 放水温度差（温度E昇）

（℃）

4月 5月 6月

1号機 10．O～10．6 9，9～lo．4 7．5～7．8

2号一機　※ O．0～0．5 0，1～6，9

※　2｝3・機放水路切り替えに伴う欠測〔4月1口～5月711）

注）1号機放水量は

2号機放水量は

　4月1日～5月31日　　22m 『／s

　6月1日～6月30日　30m 一／s

　4月1日～5月11「 1　2，4m 卓／s

　5月12日　　2．4～60mソs
5月13日～5月19日　　60m：『／s

5月2011～5月22日　　47m3／s

5月23日～6月30日　60m 1／s

（循環水ポンプ試運転）
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（4）水色〔測定年月日，平成18年4月18目〕

r■・　上’
m丘一［ 一］『

7
　　9

奄茶GrkrI …
P

　　　　10

c∫磯1『副こ川1

17 18

II骸」 9時58分 10時15分 10時36分 12時19分 11時20分

水色 3 4 4 3 2

　定，・1，q8は、過去10ヶ年の第1四半期の観測範囲（ノk色3～6）外び）2であったが、全体として

内湾等を除く日本近海の水色分布の範囲〔水色2～6）内であった（海洋の一拝典：勲1〔堂出版）

水色について： 測定に使用しているフォーレルび）水色計では水色は1からl　l主 であり、

1は澄んだ海を表す’f色で数字が大きくなる1 玉ど濁｛）た海水を表す黄色が

か〆）た色になり圭す
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